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った。7 名のトレーニング卒業生に 60-90 分の半構造化インタビューを行った。そのインタ
ビューの中から自分の体験をより詳しく詳細に語ることのできた A さんについて，解釈学












　本研究では，IPA を用いて，データを分析した。IPA は，ジョナサン・スミス（Jonathan 






上で IPA が適していると判断した。IPA は，個性記述的なアプローチであり，個人の体験
を詳細に検討するので，とりあげるサンプル数は比較的少なく，多くの場合 6～15 名であ











PCEAT）は，ナタリー・ロジャーズ（Natalie Rogers, 1993, 2011）がパーソンセンタード・
アプローチ（Person-Centered Approach, 以下 PCA）の哲学と表現アートセラピーを 1980
年代に統合して確立した療法である。




するトレーニングである。基本的に 7 日間の合宿が 6 回で 48 日間のトレーニングとなって
いる（日本では 2015 年より週末中心のコースへ変更）。コース 1 と 2 が個人的に深く表現ア
ートセラピーを体験するコースであり，コース 3 と 4 が PCA の哲学を学び，カウンセリン
3パーソンセンタード表現アートセラピーのトレーニングコース参加者の心理的成長








　PCEAT における研究は，カーナ（Kharna, 1989），カーキネン（Kurkinen, 2011），ゴス
リン―ジョーンズ（Goslin-Jones, 2010）等によりおこなわれている。小野も事例検討をおこ
















　A さんによれば，コース 1 では「良い参加者になり，ファシリテーターの指示に忠実に
従う」ように努め，「自身が望むことより他者のためにできることをした」。コース 2 では，
「自分の感情に従うことはまだできなかったが，自分にとって心地よいことをしてもよいと
感じられるようになり，自分の中に軸ができてきた」と語っている。コース 3 と 4 では，
「より自分でいることができるようになり」，コース 3 で大きな葛藤を体験するが，それを乗
り越え自分の感情を表現できるようになった。コース 5 と 6 では，「自分がやりたくないこ





















































































































































































































ついて気にならなくなった」。コース 3 からコース 6 での彼女の挑戦は，「自分でいる」とい
うことであった。
（e）他者とのよい関係









いる」等の言葉がコースを追うごとに増えている。コース 3 から 6 にかけて肯定的特徴を話
すことがより増えている。


































































ンタビュー調査参加者 3 名の IPA 分析を行ったが，その報告は他の機会に譲りたい。
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